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北米早行記（4）
山　本　一　清
　七月3日朝4時10分，
やら天文憂あたりを遣遙し，7時25分獲の
汽車に乗って，南行，正午前の11時30分，
ニウヨ1ク市の第125街停車揚に着，62W．
124thの國米氏方に泊ることとなった．
　ニウヨ1クでは博物舘を訪ねることと，
YMCAの本部にHerschleb氏を訪ねるこ
ととの以外に月1事は無V・．ちょうど明日は
米心高立祭で，
なる．
　　　　　（17）
オルバニ着．饒りに早や過ぎるので，Washington公園
國を畢げての大祭日であるから，
壌
tsdi
オルバニ市ワシントン公園
オフ1スの用事は皆駄目と
　此の日，午後，早速に博物舘を訪ねたが，會ひたいFisher氏は不在．それ
からYMCAにHershleb氏を訪ね，近日フィラデルフィヤでワナメ1力家を
訪れるについての豊力を依頼し，明後日の再會を約して僻去した・
　翌七月4日は濁立祭．午後からdOwn－townを散歩して見たが，何も面白い
ことは無し・夜，おそくまで同宿の人々と話した．
　次の七月5日は，朝YMCAにHerschleb氏を訪ね，フィラデルフィや訪問
の打ち合はせなどし，それからTokyo－Teiといふ日本料理屋で御馳走になっ
た．十年前と異り，ニウヨ1ク市の中央に日本料理屋が多くふえたことを見
て，驚く！
　午後，再び博物舘を訪ね，蓮よくClyde　Fisher氏に面會．近く出來るプラネ
タリウムの設計やら，其の他多くの新設備を見せられた．此の博物舘が世界
最大級の唄石や阻鐵を澤山持ってるるのは，幾度見ても，羨しい心地がする．
　　　　　　　　　　　　　　　（18）
七月6日愈々ニウヨ1クを去ることとし，荷物を調へ，正午ペンシルベニヤ停
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車揚から乗車，午後2時にフィラデルフイヤの中央停車揚に着．こsでも亦，
九年前の宿を求めて，HQtel　Adelphiaに泊る．
　ブイラデルク／ヤでは，京都の三條青年會からのメッセ1ジを携へて，ワ
ナメ1力百貨店を訪ねたが，折よく支配人Nevins氏が居られたので，小一時
間ばかり面會し，京都YMCA其の他の話をした。それから秘書に案内され
て，蔓新築の陳列舘を見，L御土産に「とて，大きく，美味さうなチヨコレ1い
カラメルの箱を二つも頂戴して，辞去した．
　フイラデルフイヤでは，有名なフランクリン學院が，近頃から天文三部を
創設し，目下ピツバ；グのFecker工揚で可なり大きV・望遠鏡を製作中である
こと，又，民衆教化のため，プラネタリウムを建設する計書など，かねてか
ら聞いてはみたが，未だ何の業績も婆表してみない現駄であるし，爾ほ，自
分は今回絵假が無いので，學院の訪問は止めたのだったが，あとでワシント
ンで聞いた所によると，プラネタリウムは殆んど完成に近いのであるといふ
話であった．それならば，態にでも，見て來るのであったものをと，淺念に
思った．
　　　　　　　　　　　　　　　（19）
　何だか早くワシントンまで行ってしまひたくて，一7FJ　7日朝7時20分爽
といふ汽車に乗り，　フィラデルフィヤを出獲．途中，ボルチモア市の盛んな
状況を車窓から眺め，其の背，太協スペクトルの標準的波長決定をやった
Rowland教授と，其のJohns　Hopkins大學などを胸中に書きながら居るう
ち，（叉，永く交誼を持ち，今春逝去した黄道光の熱心家Glanville老人の居
たNew　Market，．　Md．あたりを，東南の車窓に見逸りながら，）10時30分にワ
シントンのユニオン停車揚着．旧くと，又，一刻も早く，約束のBrasch博士
に會ひたくて，荷物は停車揚に預けたまS，ホテルの交渉なんか後まわしと
して，大急ぎ，カピトノし裏のコングレス剛書館を訪れた．此の三二書館も，
9　EF前に來たことがあるので，反胸がすわり，何の憶するところもなく，受付
の奥までツカツカ入って，首尾よく，目的のBrasch氏の室に入った．
　何故，こんなに燥しく，叉，度胸よくコングレス同：書館に突進したかと，
自分にも不思議なくらゐであ．るが，其の理由の一は，ワシントン滞在を3日間
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と豫定してみるのに，明日が早や土曜・明後日が日曜であって・グズグズす
ると會ひたい人に會へない心配があるのと・今一つ・停車揚へ着いたのは標
高10時30分だが・之れはEPち・サムマ’unムの11時30分で・共れカ£ために
も，ウツカりすると・午前中をフ6にして了うかも知れないと考へたからで
ある．一一ところが，ブラシ氏に二って，いろいろ話して見ると，ナ1ンの
事だ！　ワシントンは，さすがに他の都市より超然として，馬鹿々々しいサ
マ．タイムなんか使翔せす，堂々と標準時を共のまN使ってみるのだ．之れ
で，ワシン5ンは大に吾が輩の氣に入った，と同時に，午前中，三々として
人と會ふことが出來たといふものである・
　激日前，アンナボアの湖邊で三って置いた此のブラシ氏と・今日の三見は・
誠に心の奥底から樂しい時閻であった　氏は年來・理旧史研究の專門家であ
り，自分とは，手紙の上でJil六年前からの知り合ひであるし，彼我互ひに史
的研究論文の交換など，かなり以前からやってみる闇柄である・自分は此の
日，ブラシ氏に，去る2目ケンブリヂでSarto11氏と會つた話，其の時に見せ
た國友三二の話，日本に於ける理學史研究の現歌等々を1語り，ブラシ氏は亦，
近頃の諸研究の事や，此のコングレス回書館とスミソン二院との關係など，
かつて自分が聞きたいと思ってみた事を種々話してくれた．
　其のうちに食事時となったので，ブラシ氏は食堂に自分を案内するといふ，
「今日は，館長や諸部長と一所に會食する定例日ですから』との話．長い廊下
やエレM“！タを上り下りするうち，Putnam館長や其の他の部長たちに會ひ，
紹介されるまNに，廊下で初封面の挨拶．共のまN，連れ立って食堂に入る．
一食事の小一時言，上品で温厚な館長と，親切なブラシ氏其の他にもてな
されて，誠になごやかな，眞にアト・ホ1ムの感じの良い食卓であった．L不
景氣「，L不安「，　Lスピ1ド■，　L競争コ，　L戦雲「等々，今の世の中に流れるこ
うした風潮を外にして，此所は全くの落ち付きと，學究的なア1・モスフイア
のみに満ちた，時代離れの一廓であった・
食後，ブラシ氏は此の大回書館の隅から隅までを案内された．建國の最初
からの寳物的ドキュメントや，珍書珍物，また，日本や支那，インド等々，
世界各地より集められた回書の等々，そして，此等を，誰もが最も自由に，
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叉，最も便利に閲覧し得るやうに出來てるる．主な書物は，書架から讃者へ，
すべて自働的に出されたり，牧町されたりする仕掛けも面白かつた．
　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
　午後3時李までコングレス圃書館にブラシ氏の慮接を受けてみた自分は，僻
去して，教へられた通り，ジヨジタウン行きの電車に乗り，一二度の乗り換
へに，やはり九年前と同じ失敗をくりかへしつN，海軍天文i藪へ行った・以
前には，此のあたり，全くの揚末で，淋しV・田町通を歩いたのだったが，今
來て見ると，全く見違へるやうに，サ1クルへの街路も美しくなって，附近は
立派な住宅街と化してみる．
　しかし，天文壷の構内は昔しと少しも攣ってみない．本館を背景として，
子午線室や，爲眞天頂儀室，大ド1ム，小ド1ム等々．見慣れたものばかり・
今日は，も早や時刻も午後4時を過ぎてみるので，或は誰も會へないか知れな
いと思ひつN，跣に案内を知ってみる氣安さに，裏ロから本館に入り，受け
付け君に，『Robertsonさんに會ひたV・』と申し込んだ．幸ひ，目的のRobertson
氏は，まもなく，観測室から自室に蹄られた所を御目ICかyb，六月にシカ
ゴで會つた以來の挨拶をし，例の1934年初の太ZF洋上の日食に關する話など
した．こんどは，流石の大米國も，國を學げての不況時代で，今までは決し
て一つも賊かさす，世界中，どこの日食槻測にも出かけた此の海軍天文藁が，
明年の日食には，費用皆無で，恨めしくも観測を断念する檬子である．しか
し，シカゴででも，今日このワシントンででも，自分は「いよいよ断念です
か？」と，駄目を押して見ると，V・かにも口惜しげに，それでも，　Robertson
氏は，『イヤ，全く棄てたわけではありません．未だ多少の望みはありますの
で，目下，極力，政府に奔走中です」と言はれるのだった．
　時刻が選V・ので，ほかには誰も居ないらしく，RQbertsOn氏も何だか坐り仕
度らしいので，長居は御三の毒と思ひ，自分は5時に天文蔓を蹴した．出口の
所で，自分は門衛に，『Ritchyさんは？』と，尋ねて見たが，此の頃，　Ritchy
氏は不在だとの返事だつた．九年前，パリで出會って以來であり，口下，此
の天文墓で新型の大反射鏡を研磨中なので，是非，會びたいものだと思って
みたのだが…………どうも，こんどの即行は，シ1ズンが悪くて，至るとこ
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　今夜は，G街のYMCAにとまる・
　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
　翌8日は土曜日である・早く銀行へ行き・それから縣じてスミソン王院に・
天文弓長C・GAbbo亡氏を訪ねた・此の人は・二十年も前から・毎年夏にカ
リフォニや叉は他へ避暑旅行に出かけるらしいので，或は今日も不在かと思
ってみたが，回想は當らす，氏は三下のオフ／スに居られたのは嬉しかった・
時節柄，此の學院だつて，不況の風に吹き荒されてみるわけで，今年は避暑
の族費にも事訣V・でるるのではないかとさへ，自分は考へた・一とにかく，
Abbot氏に會へたのは非常な幸ひ・暫くパ1ラiに待ってるると，氏はニコ
ニコ顔で出て來て，十年ぶりの挨拶をする・自分は，いきなり，太陽熱の研
究に話題を向け，去る1932年中．　自分が同氏の研究事項を日本の學俗界にく
りかへし紹介した事を話したので，氏は大に喜ばれたが，氏が，太陽熱の攣
動に，68ヶ月を始め5種類の週期を獲見されたといふ論文要旨は，最近又々進
展して，今では絡計7種の攣動週期を認めてみるといふ話であった・
　スミソン下院を僻去して．自分は隣接のプリ1ヤ美術館を見，それから更
に同じ道を傳って，National　Museumを見た．こうして，此の日は後孚日を
專攻のサイエンスから離れて，ユツタりした心地で・過した．
　夜には叉，H街で猛烈な貸下映書を見た・
　　　　　　　　　　　　　　　　（22）
　日曜をワシントンに滞在して限りある日程を後らすの事不利なるを昨夜來
考へた自分は，7月9日朝早くホテル・コンチネンタルを出で，7時45分獲の汽
車に乗り，次ぎの行先きピツバ1グに向ふ．一今までは大抵二度目の族程
であったのだが，今日の汽車がボルチモア市を出てからは，　ピツバ1グ，コ
ロンボス，　シンシナ1チ…■■■…と向ふ先々カ§皆全くの始めての線を行くので
あるから，特種な喜びと珍らしさとで，心は躍る．
　ピツバ1グ着は午後6時5分．二って，殆んど書間の全部を今日は車中で費
す・そして，車の通る所は王としてペンシルrfニャの工業地域で，至る所，
鐵と石炭である．米國工業の中心地帯である．同時に叉，此の日は車に乗つ
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たまS，AIlegheny山脈を曲折して横切るのである．今まで見なれた廣い李野
は清えて，山と谷との閥を汽車はうねり行く．ハリスバ1グ，アルト1ナ，ジ
オンスタウン等の市は何れも多少の人口を擁し，族人の限を惹く．（つ蝋）
　　　　　　　　　　　　花　山　だ　よ　リ
　断に北山は時雨れてみる．赤々と燃えるス同ヴの傍で，松の楕を鳴らす
木枯しを聞いてみると，遠くで幕進ずる列車の轟，績いて汽笛が一馨追ひ迫
る様にしボドと聞こえる，花山の風の夜は，何んだか冬籠りと言った感じで
ある．夕食後の一と時を花山だよりでも書かうかと筆を取ると，何虞からか
ギタ1の音がぴゴいて來る．
　少し二二に回するが大きな出來事と言へば先づ第一は，久魎宮若宮殿下の
花山行啓を仰いだ事6ある．此の光榮の日は昭和八年十月28日土曜日の午後．
當時相櫓，山本憂長は日本弓術三二の廣島総記へ出席のため御不在だつたの
で，上田教授が二二内申し上げる爲め定刻少し前にlilへ來られる．績いて，
宮殿下御三三中の京都府立山一中肇校長並に職員宇品や，御三友達激名も來
られる．斯くて午後2時学頃，御召自動車は本館立關に御着．宮殿下には直
ちに慮接室に入らせられ，三三にで三三一同に拝謁を賜はる．終って乱心御
一巡，先づ大赤道儀室，次いで本館露藁，iEkfSでは彗星捜素機で此叡山頂を
御覧に入れる．績v・て時計室，子午線館，46糎反射鏡，太陽館，天文爲眞陳
列棚等を御案内申し上げ，最：後に圃書室で幻燈を映爲して御覧に供した．此の
聞約2時聞，種々の御説明をいとも御熱心に御三取遊ばされて，5時少し前
御機嫌麗はしく御羅館遊ばされたのであった。
　11月24日は雨天であったが突然，京大岸書記官の案内で，大阪帝大総長長．
岡雫太郎博士が参細こ來られたので山本先生が，構内を御案内された．
　吾等の公文さんが12月1月に蹄って來られた．然かも，非常時日本に適はし
い否，非常時日本を背負って立つ有爲の青年将校となって蹄って來られた・
その御祀に，翌日三島亭で公文少尉殿激迎會が開かれた，流星1観測慰勢會を
襲ねてではあったが甚だ盛大に………．此れから暫らくの闇花山はきっと戦
孚談に花が嘆く事であらう、　　　　　　　　　　　　　　　　（星見山人）
